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粕 屋 演 習 林

A.林 木 育 種 に 関 す る 研 究

加 藤 退 介

宮 崎 安 貞

柳 池 一 馬

長 沢 久 視

ス ギ 自生 北 限 地 、 青 森 県西 津 軽郡 鰺 ケ 沢 町 、 ア ジ ガ サ ワ ス ギ 天 然 林

か らの 育 種 材 料 の しゆ う集 に つ い て

青森営林局鰺ケ沢営林署管内に生育しているアジガサワスギ 天然林は、.B本 海に面した鰺ケ沢

湾から真南に内陸にはいること数㎞、有名な岩木山から流れ出る中村川のほとりの小高い丘陵

地の峯筋から中腹にかけて自生 していたo昭 和48年10月 下旬に現地で1週 間にわたり林況

調査を行なうとともに.ス ギ天然林から個体別にさし木材料を採取 して.荒 穂作 参をしてから

20～58本 ずつの小束を作 り.ポ リビニール袋の中に水ごけ代りに真水を泌みこませたオガ

クズを入れ.穂 の切口が直接空気に触れないよう慎重に包み込んだo

これらのさし穂は.ダ ンボール函につめ.目 張 りして荒縄で梱包発送 したo昭 和48年to

月27Bに 九大粕量演習林林木育種試験地の大潟室にさし付けたo

さ し付 け た の は146クローン.2,ll6本 で あ つたo穂 木 は 着荷 後 た だ ち に 流 水 中 に浸 け.

24時 間 後 に 穂作 り して 底 に砂利 厚 さ2oem。 そ の上 に真 砂 厚 さ35cmを 敷 きつ め た ブロ ック

フ レー ム内 に 縦横10cm闘 隔 に さ し村 け たo灌 水 は 自動 ど一 ノ ズル 灌 水 装 置 に ょ つたo

各クローン 劉 の さ し賛 本 数 と昭 和49年5月 末 臼現 在 の生 き残 り個 体 数 は表aの とtsbで あ

るo全 体 と して生 き残 り本 数 語 よび そ の さ し魯 総 本 数 に対 す る比 率 は そ れ ぞれ617本.約

42兜 で あ つたo

表 り 青 森県 ア ジ カ サ ワス ギ天 然 林 か ら採 集 した ス ギ さ し穂 の さ し村 本数 と生 き残 りさ し穂

数
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2.福 井 県 ツ ル ガ ス ギ 天 然 林 か ら の 育 種 材 料 の し ゆ う 集 に つ い て

大 阪 営 林 局 敦 賀営 林 署 管 内 に生 育 してい る ツル カ スギ天 然 林 は.福 井 県 敦 賀 市 か らほぼ 真 南

に 黒 河 川 を 逆上 ぼ る こ と約10㎞.け わ しい三 角錐 状 の 山 の山 頂 か ら中 腹 に か け て最 も生 育密

度 が 高 く.よ く保存 され て い るo

昭 和48年11月 に ツ ル ガ ス ギ天 然 林 か ら育 種材 料 を しゆ う集 した の で 報告 す る。 ツル ガ ス

ギ天 然 林 か ら しゆ う集 した ス ギ さ し穂 は 、56ク ロー ン.計739本 で あ つた。 これ らの さ し

穂 は.九 犬粕 屋 演 習林 林 木 育種 試 験 地 の大 温 室 内 の フ レー ム に さ し付 け た。 す なわ ち.前 項 と

同 様 な要領 で採 取.発 送.穂 作 り した さ し穂 は 、幅1m.長 さ15mの ブ ロ ック ・フ レー ムに

縦 横10cm間 隔 で さ し付 け られ た。 用 土 は真 砂 土 で 深 さ 約55cniで あ つた。 穂 長 は 約50cmで.

そ の 約3分 の1ま で さ したo灌 水 は ビー ノズ ル に ょる 自動 灌 水 で90分 毎 に10秒 間 の 噴霧 を

行 な つたo昭 和49年3月 末 日現 在 にお け る さ し穂 の生 存 数 は.表2に 示 す とお りで あ るo

表2.福 井 県 ツル ガ ス ギ天 然 林 の個 体 別 さ し付 さ し穂 の生 存 本 数(S.49.3現 在)
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3.高 知 県ヤナセスギ天然林か らの育種材料の しゆ う集につ いて

昭 瀦48年 壌2月 上 旬 に 窪逓 間 にわ た つて 高 知営 林 局 魚 梁 瀬 営 林 署 管 内 で ヤ ナ セ ス ギ天 然 林

か ら さ し木 材 料 を採 取 したoこ れ らの さ し木 材料 は全 部 で77クローン.計1,010本 で あ つ

た。 これ らの さ し穂 はクローン 別 に 九 大粕 屋演 習林.材 木 育種 試 験 地 の大 濫室 に さ し村 け た 。

そ の要 領 は 前 項 で 述 べ た もの と同 様 で あ るo昭 和49年3月 宋 日現 在.さ し穂 の生 存 状 況 は概

して 良好 で あ る が.一 部 フ レー ムで デ ィフ レク シ ョン ・ノ ズ ル不 良の た めか 集 中的 な枯 損 を生

じ た。 す なわ ちKY524以 下 のクローン さ し付 部位 で 枯損 が 鑓立 つてhるoし か しな が ら岡 巳

現 在 で.生 存 さ し穂数 は555本 で あb.こ れ は全 さ し付 本 数 の 約55%に 当 る。 ヤ ナtxギ

の ク 鐸一 ン別 の さ し村 本 数 と生存 本数 は 表 ろに示 す と語 り で あ る◇

ee5.高 知 ヤ ナ セ ス ギ天然 林 か ら採 取 した ス ギ さ し穂 のクローン 別 さ し村 本 数 と昭 和49年

5月 末 にお・け る生 存 本 数



クローン番 碧



ク ロ ー ン番号



4.広 島県ハチ ロウスギ天然林か ら育種材料 と して しゆ う集 した さ し穂 の

母 樹別発根 個体数 とカルス形 成個体数に ついて

広 島 県 湯 来 町 に 生 育 してい るハ チ ロ ウス ギ天 然林 は.中 国地 方 で最 も有 名 は 天 然 ス ギの ひ とつ

で.通 直 な 樹幹.均 斉 の とれ た 木 目.美 しい赤 味 の ま さ つ た心 材 の 色 沢 は ひ じ ょ う な好 評 を博 し

て い る。 昭 和47年11月 中 旬 に60ク ロー ン.974本 を さ し付 け た こ とは既 に 昭和47年 度

の九 大 演 ・研 経 報 に報 告 した が.昭 和49年5月 末 日に ク ロー ン別 発 根 個 体 数 お よび カ ル ス形 成

個 体数 を調 べた ので 報 告 す る。 す なわ ち 堀取 調 査 の結 果 は表4に 示 す とお りで あb.57の 全 さ

し 付 ク ロー ン の 中.発 根 個 体 が得 られ た もの は34ク ロー ンで あ り.そ の他 カ ル ス を形 成 して

い て 今 後 発根 の見 込 み の残 つて い る ク ロー ン数 は17ク ロー ン で あ つたo発 根 個 体 は 定植 す る 予

定 で あ る。

表4,広 島県 ハ チ ロ ウス ギ天 然 林 か ら採 集 した ス ギさ し穂 の 発根 個 体 数 とカル ス形 成 個体 数



ク ロー ン番号



ク ロー ン番号



5.昭 和48年 度 ヒ ノ キ 種 子 の ク ロ ー ン 別 採 取 量

九州 穴 学 粕 屋 演 習 林林 木 育種 試 験 地 に設 定 され て い る ヒ ノ キ ・ク ロー ン集 植所.生 ケ 谷大 曲

の ナ ン ゴ ウ ヒ な ど57クローン の中.昭 和48年 窪0月 中旬 に20ク 覆一 ンか ら球 果 を採 集 し

た。 これ らの球 果 は ク ロー ン別 に乾 燥 して 純 正 な ヒノ キ種 子 を精 選 した。 こ う して得 られ た精

選 種 子 重 量 は 表5に 示 す とX・りで あ つて.合 計2,365grで あ つた

表5.昭 和48年 度 粕 屋 演 習林 ヒ ノキ 種 子 の ク ロー ン別 採 取 量



a庭 木 の さ し木 増 殖 試 験

昭和48年 度は.サ ンゴジュ他15樹 種についてさし木による増殖試験を九大粕演の大温室で
ノ

行 な つたoさ し付 本 数 は 全 部 で5,621本 で あ つたが.そ の う ち2,661本 が 発根 良 好 で あ9.

129本 は 発根 は しだ もの の根 の量 が 少 なか つた 。 カル ス を生 じた の み で 発根 に ま で至 ら なか つ

た 個 体 数 は4本 で あるoし た が つて発 根 個 体 数 は計2,790本 で あ つて 、 これ は さ し付 本 数 の 約

50%に 当 つて い るo

発根個体 は庭木育成フレー ムに床替え され てい る。庭 木の樹 種別の発根状況は表6に 示す とお りである。

表6.昭 和48年 度 の庭 木 さ し木 増 殖 試 験



乳 小 温 室 の さ し 付 床 の 用 土 構 成 と 発 根 成 績 に つ い て

九 大 粕演 の 小 温室 は広 さ99㎡ で そ の 内部 に は幅1m.長 さtOmの さ し付 フ レー ム4基 が

設 置 され て い るo室 内 潟度 は 冬 期 は 電 熱線 で 保eSLl7℃ で 通 電 開 始 と なる 自動 装 置 が つ1ハて

い る し.夏 期 は25℃ で入 電 す る ミス ト ・プ アン2基 が あ つて 年 中植 物 の 生 育適 温が得 られ る

よ う配 慮 され てい る。 灌 水 は タ イマー に ょる ピー。ノ ズ ル式 自動灌 水 装置 に エ つて行 攻 わ れ て き

たo

この 研 究 は 小 温室 の さ し村 床 の 用 土 と して従 来 マ サ ツ チを使 用 して 嚢た が.恐 ら く排 水 不 良

の た め と推定 され る要 因 に よ つて 必 ず し も よい成 績 が上 が ら なか つた。 そ こで.昭 和48年 度

には.

{1)第1ベ ッ ド.用 土 は シ ャ モ ツ ト厚 さ300n

底 土 は ボ ラ106耀

(2)第2ベ ッ ド.用 土 は ボ ラ厚 さ40em

㈲ 第5ベ ッ ド.用 土 は 底部 が ボ ラ厚 さ2oem

表 土 は マ サ ツチ厚 さ20c?7z

(4)第4ペ ッ ド.閏 土 は 底部 が マ サ ツ チ厚 さ20enl.表 土 は ボ ラ厚 さ20enl

とい う4種 類 の 用土 持 成 を異 に す る ベ ソ ドを作9.水 はけ の 滋い ボ ラの有 効 な使 用 法 を見 つ け

る研 究 を行 な ったoさ し木 材 料 と して は.ヒ ノ キ精 英 樹 か ら ラ ング ムに 神埼4碧.国 東i8E.

姶 艮25暑.同27T"・.嘉 穂5鑑 長 崎 窪醤.藤 津2碧.久 獅 馨(下)の8クn一 ン を選 び.

各 ベ ッ ドに ほX"同 数 を さ しつけ た。 さ し穂 は長 さ約15～20c7nの 小枝 を3分 の1ほ どさ し込

む よ うに した。 昭 和48年4月 に さ しっ け て.昭 和49年3月 堀 り敢 つて 発根 状 況 を調 ぺ た 結

果 は表7の と細 りで あ るQ

表7さ し床 の用 土 溺 ヒノ キ さ し木 の 発根 成 績



表7か らわ か るSう に.シ ヤ モ ソ ト床 で は ヒノ キ さ し木 の 発根 率 は 約10%に 過 ぎな い が 、 フ レ

ー ム底 部 にボ ラを 敷 い て排 水 と水 もち をSく した第5ベ ッ ドでは 発 根 率 は 約38%に 改 良 され た
Q

用 土 に ボ ラを 用 い た第2ベ ッ ドは 次 善 の成 績 で 発根 率約28%、 そ して 表 土 だ け ボ ラを しい た第



4ベ ッ ドで は 発 根 率 は 約16%で あ つたo

以 上 か ら.ヒ ノ キ の さ し床 に ボ ラ を用 い る と きは 。水 もち の よ さ と排 水 の エさ を併 せ も つて

い る ボ ラが有 効 で 、 と くに第3ベ ッ ドの:う に底 に ボ ラを ひtハて お き.ベ ッ ド土 の上 部 はマ サ

ッ チ を用 い た場 合 は作 業 も しや す く有 利 で あ る こ とが 判 つた。

8.林 木育種 試験地構内に新植 した庭木につ いて

昭 和48年3月 下 旬 に.九 大 粕 演 林 木 育 種 試 験 地 構 内 に 針.広 葉 樹 庭 木11樹 種 を 新 植 したQ

こ れ ら の 庭 木 は.構 内 の 景 観 を と と の え る と と も に.将 来 は こ れ ら の 樹 種 の 栄 養 繁 殖 に つ レ・て

の 試 験 用 母 樹 に す る こ と を 考 え て い る 。 昭 和49年5月 現 在 .こ れ ら の 樹 木 の 活 着 はfO・k・む ね

良 好 で 、 新 葉 が 動 き.開 い て い る もの も少 な くな1ハo新 植 庭 木 は 和 名.学 名 、 大 き さ.本 数 の

順 に 列 挙 す る と つ ぎ の と語 り で あ る 。

1.カ ツ ラ(Cercidiphyllumjaponiea).2.5m.20本

2.オ ズ デ マ リ(Spiraeacantoniensis).2.5m.12本

3・ シ ン ジ ユ(Ailanthusaltissima).5.Om.7本

4・ ニ シ キ ギ(Euonymusalata).1.5m.5広

5・ カ ン レ ン ボ ク(Cambtothecaacuminata),2.5m.7本

6・ バクチノキ(PrunusZipPeliana),Zom.5本

7.ア メ リ カ デ イ コ(ErythrinaCrista--galHL.)20m、50本

8・ コ ブ シ(MagnoliaKobus).5.Om .20本

9ヒ マ ラ ヤ ピ ラ カ ン サ ス(Pyracanthaspp .)、2.5m.10本

10.ス カ イ ロケ ッ ト(Juniperusspp).2.Om.6本

11.フ エ ジ ヤ(箪yrtaceae) .2.5rn.5本
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